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A Study of the Effects of School on Twins 

－Considerations from Articles Submitted by Parents－

Musashi MINAMISAWA

　The purpose of this study is to examine how school and school life affect twins. Traditionally, it has been suggested that twins should 

attend separate schools. However, in the Secondary School attached to the Faculty of Education, twins have attended the same school, 

and each has developed as an individual. To investigate and compare the influence of attending the same school and separate schools, we 

analyzed articles submitted to the Twin Mothers Club newsletter with a qualitative data analysis method. The result of the analysis was 

further examined through the comparison with knowledge and insights that the Secondary School attached to the Faculty of Education 

has accumulated. The analysis showed that twins who had emotional conflicts about attending the same school decided to go to separate 

schools and thereby built a better relationship between them. In addition, the analysis also indicated that twins’ personality and the 

understanding by others are important factors in their school life.
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１．研究の背景

本稿の筆者が勤務する東京大学教育学部附属中等教

育学校（旧名は東京大学教育学部附属中・高等学校，

以下「附属中等教育学校」と表記）は1948年の学校創

立時から双生児（双子，ふたご）の募集を行い，双生

児研究の拠点となってきた１）。現在も校内には双生児

研究委員会があり，研究の蓄積を続けている。

近年，双生児をはじめとした多胎児の出生率は高ま

り，双生児の出生率はこの30年で約２倍になったとさ
れている２）。出生率は一卵性双生児が0.4%程度であ
り，これは人種差がないとされている。一方で，二卵

性の双生児では人種差もあり，北欧の出生率が1.5～
２％であるのに対して日本は0.6～１％となってい
る３）。そして，近年増えているのは，この二卵性の双

生児である。要因としては生殖医療，いわゆる不妊治

療に用いられる排卵誘発剤の影響が指摘されてい

る４）。

双生児は単胎児（一般児）に比べて考えれば出生率

が低く，社会の中でマイノリティであることは否めな

い。そのため，1960年代ごろまでは偏見的な見方がさ
れていた５）。また，子育ては一人でも大変なことが多

いが，一度に二人を育てる双生児の子育ては単胎児の

子育てとは異なる大変さや問題がある。その問題の解

決方法やサポート体制については研究が続けられてお

り，必要性が訴えられている６）。

現在，附属中等教育学校には約50組の双生児が在籍
している。これまで1000組を超える双生児と多胎児
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（三つ子）が在籍してきた７）。この双生児を対象とし

た研究の中では，中等教育段階の双生児に関する研究

がされてきた。附属中等教育学が双生児研究において

特徴的であるのは，やはり学校という環境にある。例

えば，日本には他にも複数の双生児のレジストリがあ

り，代表的なレジストリは大阪大学大学院医学研究科

附属ツインリサーチセンターである８）。しかし，日本

のみならず，世界的に見ても学校環境として双生児が

一定数，常時いる機関は稀有である９）。そのため，附

属中等教育学校では学校というフィールドを活用した

様々な研究が実践され，データが蓄積されてきた。

　今後も双生児の出生数や割合は増えることが予測さ

れる。出生数が増加した結果として，附属中等教育学

校以外の一般の学校においても今以上に学校内におけ

る双生児の割合が増加し，学校（教師や生徒）と双生

児とが接点をもつ機会が増えると考える。その際に，

学校環境は双生児の成長にどのような影響を与えるの

だろうか。双生児には一般児とは異なる双生児特有の

問題が生じ，それに対処することが求められるように

なる。学校や教師が双生児に対してどのような配慮が

求められるかを考えておく必要性が高まっている。

２．双生児の研究と学校：先行研究

　双生児と学校に関する研究は附属中等教育学校で蓄

積されてきたと言える。附属中等教育学校は1948年の
創立に際して，旧制東京高等学校を双生児研究の拠点

とする形で新制の東京大学の附属校とした経緯があ

る10）。初期の研究は「文部省科学研究費総合研究双生

児研究班」が組織され，精力的に進められた。そして，

その後も研究者が附属中等教育学校をフィールドとし

て研究の蓄積を進めてきた。附属中等教育学校におけ

る研究の基本は学校における双生児の研究である。

　1960年代には「双生児による人格形成の研究」が附
属中等教育学校をフィールドに実施された11）。研究の

中では，双生児間の関係や友だちとの関係について論

じられ，双生児の相互未分化の問題や相手が友だちの

役割を果たしていることが明らかにされた。この研究

は約30年後の1990年に比較調査が実施され，相手が友
だちの役割をしてしまうことの問題点と，二人の関係

の疎密が他者との結びつきにも影響することが指摘さ

れた12）。また，二人の間の競争意識に関する研究も附

属中等教育学校の生徒を対象として調査が実施され，

学校における成績との関連も研究された13）。

しかし，学校や学校生活に関する研究は成績や部活

動などに焦点を当てて行われたものはあるが，学校と

いう空間・環境が双生児に与える影響を検討した研究

は少ない。これまでの研究では，思春期の双生児には

学校を別にした方が望ましい場合や二人に配慮が必要

な場合があると指摘されている14）。双生児の親でもあ

る研究者の天羽幸子も中学から別の学校に進学したこ

とが，結果としてそれぞれにとって良い方向に作用し

たと述べている15）。

ツインマザースクラブ（後述）の会員を対象に1999
年から2015年にかけて行われた菅原ますみの研究で
は「思春期のふたご」に関する報告もされている。そ

の中で思春期の双生児の一人ひとりの個性化に関係す

る要因として家庭の物理的要因や親子関係，学校要

因，友人適応などをあげ，学校要因としてはクラス程

度の違いでは見られないが，違う学校に通うペア間に

は自己志向性と外在型問題（攻撃性・不服従）に有意

な差が出たことを指摘している16）。同じくツインマ

ザースクラブの会員へのアンケートから，母親が観察

した双生児の競争意識を分析した研究において，天羽

は競争意識の変化に学校を環境的条件としてあげ，二

人の学校が別になり，周囲からの比較が少なくなる

と，お互いに自立していき，競争意識が弱くなる傾向

を指摘した17）。これらの研究成果からは，青年期にお

ける自我の確立やそのための双生児一人ひとりの個性

化には，別々の学校に通うことが必要だと言える。

一方で，双生児が一定の割合で校内や学年にいる附

属中等教育学校は，双生児にとって中等教育段階を過

ごす場所として一つの価値を提供していると考える。

附属中等教育学校の学校環境は特殊な環境であり，自

我の確立が遅くなる点に懸念も示されているが，収

集・提示されている生徒や保護者の声は，附属中等教

育学校での生活に対して一定の評価をしていると判断

できる18）。

　附属中等教育学校は大学教員との共同研究や校内で

の研究を通して，今日まで双生児研究の蓄積を続けて

いる。個別の研究を含めて，これまで『双生児　

五〇〇組の成長記録から』『ビバ！ツインズ　ふたごの

親へのメッセージ』『ふたごと教育』を出版してい

る19）。さらに2018年には創立70周年を記念した『双生
児研究論集』を発刊した20）。こうした附属中等教育学

校をフィールドとした研究や双生児に関して集められ

た知見からは，学校における双生児の多様な姿が示さ

れている。

附属中等教育学校の双生児は同一の学校かつ双生児

が多く在籍する特殊な環境にある。そのため，一般的
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な学校に，同一校に二人で通う双生児，別々の学校に

二人がそれぞれ通う双生児の場合とは異なるため，合

わせた形での比較が必要となる。この比較・検討に

よって，学校と双生児の間にある関係がより明確化す

ると考える。しかし，附属中等教育学校以外をフィー

ルドとした中高生に関する大規模な調査は限られてい

るのが現状である。

３．研究の目的

先行研究で述べたように，附属中等教育学校での双

生児の学校生活や二人の関係については書籍等でも既

に示されている。しかし，研究の中で双生児が過ごす

環境としての附属中等教育学校が特殊である点も指摘

されている21）。そのため，他の中等教育段階の学校に

通う双生児の姿からも，学校生活やその環境が二人の

関係や成長にどのような影響を与えるのかを明らかに

することが必要である。別々の学校で過ごす双生児も

いれば，中学段階までは同一校で過ごしている双生児

も多い。こうした学校が同一／別々で過ごす双生児の

学校環境は，同一の学校に通っている場合でも，各学

年に一定数の双生児がいる附属中等教育学校とは異

なっていることが想定される。そこで，本研究では一

般の学校に通う双生児がどのように学校生活を送って

いるのかに着目し，双生児の二人がその環境の中でど

のような影響を受けながら成長しているのかの一端を

明らかにする。そして，その結果を改めて附属中等教

育学校での知見と合わせて中等教育段階の学校と双生

児の関係を検討する。

４．研究のデータ

Ａ．対象

本研究で扱うデータは，ツインマザースクラブの会

報に寄せられた投稿記事をもとにしている。ツインマ

ザースクラブは1967 年に設立された「ふたご・みつ
ご・よつごママのサークル」である22）。毎号２～３の

テーマで原稿を募集して年４回会報を発行している。

現在は2023年７月の270号まで発行済となっている。
原稿はテーマを掲げて投稿を呼びかけ，自主的に投稿

する場合や打診を受けて 投稿する場合があるようで
ある。投稿者名については記名の場合と匿名希望の場

合がある。会報は本来会員間のものではあるが，1996
年の146号から最新号まで国立国会図書館に所蔵され
ており，閲覧が可能となっている。今回，会報内容の

研究利用においてはツインマザースクラブに問い合わ

せをして許諾を得た。

Ｂ．データ収集

本研究では，中等教育学段階における双生児と学校

に焦点を当て，資料を収集した。会報には毎回テーマ

に沿った原稿が集められているため，中学校・高等学

校に関連するようなテーマが組まれた箇所やその他の

テーマで投稿された記事中の中高生時代に関する話を

資料として収集した（Table 1）23）。ただし，基本的に
は学校やそこでの生活が双生児にどのような影響を与

えるかに焦点を当てているため，学校での出来事を列

挙した活動記録や受験体験記，中学生や高校生に関す

る内容でも学校や学校生活に関係しない記事について

は資料から除外した。

また，資料の対象とする記事は過去約20年間の会報
からの記事とし，2001年４月に発行された170号から
最新号までと定めた。附属中等教育学校から2013年に
出された『ふたごと教育』の掲載データとの間に一定

の時代的整合性をとることを意図した。

５．分析方法

Ａ．方法

　資料の分析において，本研究では佐藤郁哉の質的

データ分析方法を参考とした24）。第一段階として，収

集した資料から一定の文章のまとまりを単位としたセ

グメントを作成する。第二段階でセグメントを概念

コードへと置き換えていく。コーディングは二段階で

実施し，思いつくままにコーディングをしていくオー

プン・コーディングをはじめに行い，次に焦点的コー

ディングによって抽象的・概念的なコードを作成す

る。最後に，第三段階で焦点的コードを比較・検討し

ながら，複数のコードをまとめてカテゴリーに統合す

る。

Ｂ．本研究における分析の手順

対象資料を収集後，記事内で個人が「Ａ児」「Ｂ児」

やイニシャルでの表記などの匿名化がされているもの

はそのまま使用し，匿名化されていない名前はイニ

シャルをアルファベット１字に変換して表記した。そ

して，最初に資料を「同一の学校に通う双生児」と

「別々の学校に通う双生児」に関する記事で二つの属

性に分けた（Table 2）。これは本研究のテーマが附属
中等教育学校とは異なる一般の学校において，同じ学
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Table 1．分析対象としたツインマザースクラブの投稿記事一覧
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〈使用したツインマザースクラブの投稿記事例

（No.20の一部）〉
うちの二人は仲がわるい？いやいやけんかはたえ

ませんが，そんなふうに思ったことは一度もありま

せん。

でも，中学になり家庭訪問の際に担任の先生に「お

二人は仲がいいですか？」と聞かれた話をふたりに

したら，「仲悪いし」って二人そろって言うんです。

「エー！そうなの？」と驚き二人の話をよくよく聞く

と…。二人の学年はツインズが五組もいて，双子も

決して珍しくはありません。でも，だからこそ，比

べられてしまうことをとても感じてしまうそう。

「みんなのことも比べているんだから私たちも比べ

られているんだろうなあ，と思うし，あまりべたべ

たいつもくっついているのもいやだから，いってき

まーす，とうちをでても，校門のそばにきたら微妙

にずらして登校することもあるしー」なんて聞くと，

「はあーやっぱりよそ様はかわいくてたのしそうでい

いわね！といってくださるけれど，彼女たちは彼女

なりに苦労しているんだなあ」と感じた瞬間でした。

春の体育祭でも，こんなことがありました。二人

は陸上部で，体育祭では毎年リレー選手で活躍して

いましたが，今年は一〇〇Ｍ走でも偶然同じ組，リ

レーも一走とアンカーと走る順番をずらしていたの

に，二人ともアンカーになってしまいました。先生

に一〇〇Ｍ走はずらしてほしいとお願いしたらしい

のですが，「姉妹対決はいーね！」と言われたそうで，

内心親もどちらが勝つか見てみたいなんてお気楽に

考え楽しみにしていました。リレーなんてふつうは

アンカーの頃には差がでて，二人が接戦で競うこと

はないのですが，バトンがほとんど同時に渡され，

本当に全校が盛り上がる一位争いでした。

校，別々の学校で過ごす双生児について検討するため

である。

次に，二分した対象資料の文章をそれぞれセグメン

ト化した。オープン・コーディングによってコードを

付したものを，焦点的コーディングによってさらに概

念的なコードへと置き換えていった（Table 3, 4）。こ
の際，二分した分析対象間で可能な限りコードを揃え

た。例えば，同じ学校に双生児が通う場合，別々の学

Table 2．分析対象とした投稿記事の属性
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校に通う場合で，双生児に何かメリットとなることは

「双子であることによる利得」として同じコードを使

用した。

作成された複数の焦点的コードをまとめてカテゴ

リーを作成し，最後にカテゴリーをまとめてカテゴ

リー・グループとした。コードを統合したカテゴリー

およびその上のカテゴリー・グループにおいても，「同

一」「別々」の区分に関係なく使用できるものは共通し

た概念として示した。

６．分析結果

Ａ．同一の学校に通う双生児

分析の結果は「同一の学校」でセグメント数188，
焦点的コード数23，カテゴリー数８，カテゴリー・グ
ループ数４となった（Table 3， 4）。
《学校生活における双子関係への影響要因》：〈双子

関係に負の影響を生む〉要因には「双子であることに

よる嫌な経験や思い」や「比較されることに対する拒

否感情」を抱かせる〈外的要因〉と，「お互いに対す

る過剰な意識」や「自分の世界を守りたい思い」，「双

子間での競争意識」による〈内的要因〉がある。一方

で，〈双子関係に正の影響を生む外的要因〉もあり，「周

囲からの注目や評価」や「双子であることへの周囲の

羨望」は双生児を肯定的な見方である。そして「双子

であることに対する周囲の理解」は双生児にとって大

きな力となる25）。

《学校生活における双子の変化》：二人が同じ学校に

通っていることで「双子であることによる利得」や「双

子意識による相乗効果」があり，お互いの「学校に関

することの情報交換・報告」は二人の関係を良好なも

のにする。そうした二人の関係は「双子であることの

肯定」や「支援をし合う関係」になるなど〈双子関係

の安定化や深化〉をもたらす。また，依存的な関係の

一方で，同じ学校での生活をしながらも「自分の生活

の確立」や相手に対する「自我の芽生え」は「お互い

の個性尊重」につながり，二人の「自己意識の進展」

を促す。

ただし，同じ学校での生活は「周囲の目を気にした

行動」を二人にさせ，双生児であることが知られない

ように〈双子関係の隠秘〉を促す面もある。周囲から

の双生児としての同一視や比較は，「双子間での優劣

への反発」や「同じ学校生活や活動における葛藤」を

生む。思春期は一般児であっても悩むのに加え，双生

児の場合には「相手の学校生活による影響」も受ける

ため，「双子関係や二人の不安定化」につながる。

《双子が学校に与える影響》：双生児が学校にいるこ

とで，「学年の雰囲気を双子が形成」する点は〈双子

が学校に与える影響〉である。双生児を介した生徒の

結びつきが生まれ，学年や学校を形成するファクター

になる26）。

《学校選択の動機》：同じ学校に通う双生児は学校生

活の中で，二人に影響を与える外的・内的な要因があ

り，周囲から「双子」として同一視や比較されること

から「双子とする認知への反発」をする。そして「自

我の確立や個性の承認に対する欲求」を強くもち，そ

れが「別々の学校を選択する動機」となっていく。

Ｂ．別々の学校に通う双生児

分析の結果はセグメント数97，焦点的コード数17，
カテゴリー数８，カテゴリー・グループ数３となった

（Table 5, 6）。
《学校選択の動機》：別々の学校を選択した双生児

は，何よりも「二人が別々に過ごす学校生活への希求」

が学校選択において優先的にある。同一校での生活の

中での「双子とする認知への反発」が自我の確立や個

として承認欲求を満たすために「別々の学校を選択す

る動機」となる。それに対して，双生児の関係が安定

し，二人でいることがお互いの利益になる場合には

「二人が同じ学校での生活の希望」をもち，〈同じ学校

を希望する動機〉となる。

《学校生活における双子関係への影響要因》：別々の

学校に進学しても，〈双子関係に負の影響を生む外的

要因〉に「双子に対する周囲の無理解」や「双子の相

手に対する周囲の興味」がなくなる訳ではない。そこ

に「二人の間での優劣の意識」や「自己形成期の葛藤」

が〈双子関係に負の影響を生む内的要因〉として双生

児の二人の間に在り続ける。

別々の学校に通うことによる正の影響を生む内的・

外的要因は概念化されなかった。これは「別々の学校

での個々の生活」という学校が別々であることそのも

のが要因となっていると推測する。双生児の二人が

別々の学校に通うことの必要性は従来から指摘されて

いることである。

《学校生活における双子の変化》：別々の学校に通う

ことは，双生児にとっては相手とは離れた〈個として

の学校生活〉である。自分の「個性に合った学校生活」

を送り，「個としての周囲と関係の構築」を進める生

活は「双子であることや相手を気にせず過ごせる学校

生活」となる。
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Table 3．「同じ学校に通う双生児」の概念化とデータ例
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Table 3．続き
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それぞれが「個として学校生活」を別々の学校で送

ると，学校が異なることで生じる学習進度の差が「双

子であることによる利得」につながることや，自分の

知らない「お互いの学校生活についての情報交換・報

告」は二人にとって楽しい時間となる。また，それぞ

れの学校での悩みや困難には，少し距離が空いたこと

で「支援をし合う関係」になれ，「双子であることの

肯定」をする「双子関係の安定化や深化」が起こる。

さらに，双生児間の結びつきはそれぞれの交友関係を

結びつける紐帯の役割を担うため，「双子であること

による交友関係の広がり」が二人の「交友関係の発展」

をさせる。

　一方で，別々の学校に通う二人の間で〈双子関係や

一人の不安定化」が起こる場合もある。相手への攻撃

Table 4.「同じ学校に通う双生児」のカテゴリー

Table 3．続き
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Table 5．「別々の学校に通う双生児」の概念化とデータ例
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Table 5．続き

Table 6．「別々の学校に通う双生児」のカテゴリー
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をする「双子であることの否定」や個性を出そうとし

て「双子であることに対する反発」も見られる。

７．考察

　双生児やその保護者にとって，同じ学校に入学する

ことが多い小学校時代とは異なり，中等教育段階では

居住地域によって中学受験も可能となる。ただし，

Table 2からは中学校は二人で同一の学校に通学する傾
向が示されている。そのため，本格的に同じ学校か

別々の学校かの選択は高校進学時になされる。

本研究においてツインマザースクラブの保護者の投

稿記事を分析した結果，中等教育段階の双生児と学校

との関わりには，次のような展開を指摘することがで

きる。

⑴　同一の学校で「双子」としての学校生活を送る

⑵　「双子」ではなく「個」としての学校生活を求める

⑶　別々の学校を選択する

⑷　学校外（家庭等）でお互いの関係が安定化や深化

する

⑴～⑷の展開は，自我が確立される青年期の発達を

考慮しても，双生児にとって正の影響を与える学校と

の関係の在り方だと言える。その点は先行研究でも指

摘されてきた点であり，双生児二人の競争意識やアイ

デンティティの確立の観点に立てば，別々の学校で生

活を送った方が二人の心理的な成長は促される27）。ま

た，二人の能力が異なる場合にもできるだけ二人を分

けて生活させた方が良いとされている28）。

それならば，先行研究が指摘するように双生児は

別々の学校に進ませた方がやはり良いのだろうか。分

析結果からわかることは，二人の成長において影響を

及ぼす双生児間の内面的な要因だけではなく，学校生

活における周囲との関係による環境的な要因の大きさ

である。比較されることを気に病む，相手に対して劣

等感を抱くこと自体は二人の関係性や個人の性格によ

る内的な面でもあるが，双生児に「双子」を意識させ

る要因は周囲からもたらされる。学校生活の中で起き

る比較や同一視，相手との誤認に対して本人たちが感

じている思いに，周囲の生徒や教師が至らない（至れ

ない）。それが時に双生児である生徒をアイデンティ

ティの危機に直面させ，「双子関係や二人の不安定化」

を引き起こす。

しかし，分析からは別々の学校，同一の学校に関係

なく「双子関係の安定化や深化」が起こっている。ま

たカテゴリーとして〈自己形成の進展〉があるのは同

一の学校における双生児の方である。これは別々の学

校で「個としての学校生活」の前段階として位置づく

場合もあるが，同一校での生活の中で進展する可能性

もある。

それでは，少し特殊な同じ学校での生活となる附属

中等教育学校の事例ではどうなるのだろうか。附属中

等教育学校の双生児を入学させた保護者は選択した理

由に「双生児が特別視されない」と思ったことをあげ

ている29）。附属中等教育学校の生徒や教師は双生児が

多くいる環境のため，見分けることに慣れているので

はないかと指摘されており，とくに生徒同士では自然

と別な一人として双生児の一人ひとりと接している30）。

そのため，同一校で６年間を過ごすが，その中でも個

性を伸ばすことができる。「双生児がたくさんいるので

別にふたごが特別なことではないと思えたらしく，ふ

たごで生まれても自分は自分という個性を主張しはじ

めたなあと感じました」という保護者の言葉もある31）。

この点は附属中等教育学校が，双生児が同じ学校で過

ごす環境でありながらも特異な点である。

分析結果と附属中等教育学校の双生児に関する知見

を合わせて検討すると，必ずしも同じ学校で生活を送

ること自体が問題なのではないと言える。附属中等教

育学校が学校生活の中で二人の個性を育むことができ

ているのであれば，別々の学校である必要はなく，個

性が自然に認められる学校環境であることが重要に

なってくる。双生児の二人が，「双子」とそれぞれの

「個」に対する周囲からの理解がある中で生活を送れ

ることが学校には求められてくる。そのためには，双

生児の割合が今後増加していくとき，①教師をはじ

め，生徒（一般児・双生児）を含めた学校全体が現在

以上に双生児に対する理解を深める必要があると考え

る。そして，当然ではあるが，②二人の性格や関係性，

友人関係の在り方と学校環境が合致することが大切と

なる。とくに周囲の友人との関係は欠かせない要素で

ある32）。現在はかつてのような双生児が忌避されるよ

うな時代ではなく，むしろ「双子性の表出」が双生児

以外でもなされる時代である33）。双生児についての理

解が今以上に学校で進むことは，双生児にも一般児に

もより良い環境が学校生活の中で生まれることにつな

がる。

８．今後の展望

中等教育段階の双生児と学校との関わりを整理して

示せたことと，附属中等教育学校の知見と合わせて上
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述の①・②を分析成果から改めて指摘出来た点が，ツ

インマザースクラブの会報を資料として取り組んだ今

回の研究の意義である。

しかし，今回の分析においては，結果で同一の学校

に通う〈双生児が学校に与える影響〉のカテゴリーに

ついて十分に触れることができなかった。現象として

はこれまでも捉えられているものの，今回も概念化す

るに留まってしまった点は今後への課題である。

　データについては，資料が投稿記事の性格上，卵性

が語られていない場合もあった。言及されている卵性

についても，判定のレベルを検証する術がなかった。

また，中等教育段階を一つの枠組みとしてデータを

扱ったが，中学・高校段階では発達段階に差があるこ

とを考慮できなかった点は双生児研究として改善の余

地が残る部分であった。データの分析の点でもトライ

アンギュレーションの部分で十分なものではなかっ

た。附属中等教育学校のデータに対しては同様の分析

をした上で比較することが研究成果の信頼性を高め，

更なる成果につながると考える。
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